
 

 

 

 

 

 

 

 

読み聞かせをしていただきました！ 

４月１７日（木）地域の読み聞かせボランティアの方々による 

読み聞かせ「きいてみないかい？」がありました。これは、 

地域・保護者ボランティアの方々が毎月１回、8:20～8:35に 

図書室で選んだ本を子どもたちに読んでくださるという取組です。 

  どの学年の子ども達も目を輝かせながら聞き入っていました。 

とてもゆったりとした時間が流れ、子ども達がやさしい空気に 

包まれたひと時でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【小学生の読書に関する実態調査・研究】読書は「知識」と「思考力」の両方を伸ばす コロナ禍における子どもたちの心の安定にも効果 （株式会社ベネッセホールディングス）   より

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000895.000000120.html 

幼児の時期は読み聞かせをしていても、小学校
に入ったら自分で読ませるというご家庭も多いか
もしれません。 
しかし、小学生になっても保護者に読み聞かせ
をしてもらうのは、子どもにとってうれしいもので

す。無理のない範囲で、読み聞かせを続けてみる
のもよいでしょう。 
 また、読書をすることで、以下のようなことに効果
があるとも言われています。 
★語彙力が身につく 
★論理的な思考力が育つ 
★集中力が鍛えられる 
★いろいろな知識が得られる 
★想像力が豊かになる 
★リラックス効果がある 
「読書」というと、活字で書かれたものでなけれ
ばいけないと思いがちですが、子どもの好きなマ

ンガや絵本でも、十分に読書の効果は得られま
す。さまざまなストーリーに触れる中で、子どもの
興味や関心が広がっていくはずです。 
読書には、読解力や知識が身につくといった学
習面だけではなく、論理的な思考力や集中力な
ど、子どもがこれからを生きていくために必要な力
も身につけられる効果があります。 
本を読むことで得られる想像力や表現力、コミ
ュニケーション能力などは、子どもの人生を豊か
にしてくれることでしょう。 
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阿曽小学校 学校だより 

 

 

４月品格目標：あいさつ 



 

３年生総合学習「総社 大大大好き」が始まりました 
本年度、３年生の総合的な学習「総社 大大大好き」では、かつて総社市でさかんに栽培されていたハッカに

ついて学ぶことになりました。４月１８日（木）は、阿曽応援部ほか地域のたくさんの方々にご来校いただき、  

なぜ、日本で初めてハッカが栽培されるようになったのか等について学んだり、ハッカの爽やかなにおいをか

いだり、ハッカのお茶を飲んだりしました。そして「自分たちもハッカを育てて収穫したい！」という声があがり、

ハッカの苗を鉢植えしました。１学期中には収穫できるようで、子どもたちは登校後、喜んで水やりをしています。

本年度から始まったこの活動は地域の方々のご協力がなければできない貴重な学習です。地域の皆様に感謝、

感謝です!!  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハッカは、スペアミントやペパーミントと大別して国外では日本ハッカと呼ばれており、その昔仏教伝
来と共に中国から渡来し、漢方として重宝されていたと考えられております。また一説には日本に茶の種
子を持ち帰り栽培方法を広めた栄西が、お茶と共に持ち帰り、京都に移植したとする説もあります。ハッ
カの本格的な栽培開始は江戸期になりますが、換金作物としてのハッカに着目し、大規模な作付けを始
めた人物が総社出身の秋山熊太郎でした。( 総社宮の前門には今でも秋山熊太郎氏の名が刻まれて
おります。)その後、総社を皮切りにハッカ栽培は全国的に広がりを見せ、昭和初期に至るまで日本は世
界一のハッカ生産国になり、輸出大国として隆盛を誇ることになります。しかし合成ハッカの出現や、アフ
リカや中国、インド等の低コストのハッカに押されハッカ大国の地位を譲ることになり、日本のハッカ産業
は退廃していきました。 

 
お世話になった「NPO法人 総社商店街筋の古民家を活用する会」より 
https://www.soja-kominka.com/hakka.html 
 

 


